
別紙様式２  平成 19・20 年度環境のための地球学習観測プログラム（グローブ）推進事業報告書 

- 1 -

 

Ⅰ 学校の概要 

 １ 児童生徒数，学級数，教職員数（平成 21 年 2月） 

(1) 児童数  ５１７名 

(2) 学級数  １７学級（特別支援学級を含む） 

  (3) 教職員数 ３２名 

 

 ２ 地域の概況 

   本校の位置する愛西市は平成１７年４月に佐屋

町、立田村、八開村、佐織町の２町２村の合併によ

り誕生した。名古屋市の西方２０㎞にあり、岐阜県、

三重県との境界に位置している。地勢は平坦で、木

曽川の沖積層という肥沃な土壌に恵まれ、ほぼ全域

が海抜０ｍ以下となっている。農地や水面をはじめ

とした自然が多く広がっており、学区となる佐織地

区も市街化区域が約５％、農地、調整区域が９０％

以上を占めて、豊かな自然に恵まれている。児童は

登下校を含め生活の場が豊かな自然に囲まれている

ため、四季折々の動植物と触れ合いながら、のびの

びと日々をすごしている。学校では学年の花壇や畑

があり、季節に合わせて土に触れながら収穫や栽培

の喜びを味わっている。 

 児童にとって、豊かな自然に恵まれた環境は、日

常の生活の場として当たり前の環境であり、特に恵

まれているという意識はなかったが、環境学習を進

めてきたことにより、身近な環境に関心をもち、今

ある豊かな自然を守っていこうとする意識が高まっ

てきている。 

 

 ３ 環境教育の全体計画等 

環境教育の目標は「人と環境の共存」とし、人が

生きていくためには水も動植物もすべての環境が大

切であり、最終は「すべての命の大切さ」につなげ

て環境教育を行うこととした。最初に、児童をとり

まく「環境とは何か」を具体的にとらえ、低中高学

年で、目標を明らかにした。 

低学年は「自然環境」とし、児童の身近にある自

然を中心とした環境そのものをとらえさせる。 

中学年は「地域環境」とし、生活の場から県内に

おける自然、生活を対象とした地域までとらえさせ

る。 

高学年は「社会環境」とし、広い視点から自然を

とらえ、生活や文化にも目を向けさせる。 

環境教育を進めるにあたり、これら「自然環境」

「地域環境」「社会環境」を発達段階に合わせなが

ら、常に児童の生活との関連を大事にし、かけがえ

のない環境を大切にしたいという気持ちをもたせる

ことをねらいとした。 

 

Ⅱ 研究主題 

 「環境、その明日を考える」 

 － 自然・地域・社会とともに 

歩める子どもをめざして － 

研究主題の設定理由 

環境に関連する学習を各教科等において体系的、継

続的に行っていけば、環境に対する豊かな感性が養わ

れ、確かな見識を持って、進んで環境にかかわろうと

する子どもが育つであろうと考え、本主題を設定した。 

 

Ⅲ 研究の概要 

 １ 研究のねらい 

  (1) 育てたい子ども像 

最初に本校の環境教育を通して育てたい子ど

も像を次のように考えた。 

① 豊かな感受性を育成する教育（心を育てるた

めに） 

・  身近な環境の様子について関心を持ち、豊

かな感受性を持てる子 

・  遊びや体験を通し、自然を大切にしようと

いう心をはぐくめる子 

・  人間の活動と自然との調和を大切にする子 

   ② 活動や体験を大切にする教育（考え行動でき

るために）     

     ・  環境を思いやり、よりよくしていける子 

     ・  環境とのかかわりの中で、考え、判断し、

行動できる子 

     ・ 心身の健康を、取り巻く環境から考え実践

できる子 

    ③ 身近な問題を重視する教育（よりよく生きる

ために） 

・ 課題を見つけ、追究し、創造したことが生

かせる子 

・  家庭、地域社会の生活の中で、環境にふれ

あい働きかける子 

・ 環境とともによりよく生きるために実践で

きる子 

  (2) 全学年のねらい 

本校では、すべての学年で環境教育を推進する

という視点で、各教科の年間カリキュラムを見つ

め、環境に関連する内容をまとめ、環境ナビゲー

ション作りを行うことで、各教科、道徳、特別活

動の目標や内容の見直しを行なっていく。これに

より各教科等の内容の中にある、環境教育に関連

する内容を取り上げ、教科等の学習から環境学習

を進めることを大きなねらいの一つとした。 

 

愛知県愛西市立草平小学校 

問い合わせ先：電話番号０５６７－２８－２５６９
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現職教育推進委員会 

校長・教頭・教務・校務・研究主任・主事 

環境教育推進部 

教務主任・校務主任・研究主任 

教科部 総合部 情報部 

           
 
 

 
 
 
 
 

低学年 
部会 

中学年 
部会 

高学年 
部会 

地域部 

             <全体像> 

  情報発信               情報発信 

   ＨＰ                環境通信 

             教科 

 

 

      道徳    育てたい    特別活動 

            子ども像 

 

 

  地域       生活科・総合    情報発信 

   連携                 環境 

                     コーナー 

 

また、他教科との関連を図っての環境学習指導も

系統的に学習の積み上げることにより、どの学年に

おいても成果を上げることができると考え、図の全

体像のように、環境教育を教科、道徳、特別活動、

生活総合のすべての教育活動で取り組むことで、育

てたい子ども像にせまりたいと考えた。例えば理科

の発展的な内容「生き物がすみやすい川づくり」を

さらに広げ、総合的な学習の時間で、自然共生研究

センターに行くなど、校外学習や体験学習を有意義

に行うことで、教科等の学習で学んだ環境学習を、

さらに深めることを研究の大きなねらいとした。 

 

  ２ 校内の研究推進体制 

 研究の組織 

 

 

 

 

 

  

 

        推進３部会 

 

 

学年３部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究の組織として、「現職教育推進委員会」にお

いて策定された基本方針をもとに、「環境教育推進

部」で、環境教育の計画、内容等の検討を行い、推

進３部会へ提案する。推進３部会には「教科部」「総

合部」「情報部」を設置し、教科部では教科の授業

を中心に「環境を大切にする心を育てる」ことをね

らいに研究を進めた。また、総合部では生活科や総

合的な学習の活用をねらいに「体験学習」の計画を

行う。さらに情報部では教科の学習や総合の体験で

学んだことを情報発信する活動を行った。 

 

３ 研究内容 

  （1）グローブの教育課程への位置付け 

① 教科課程と環境教育 
各教科の目標や内容は環境教育と大きくかか

わっており、教科の学習だけでも環境教育の目

標の多くは達成できると考え、教科部では教科

学習や道徳等で環境にかかわる学習の機会や場

を計画的に設けることができるよう以下の活動

を行ってきた。 

ア 「環境ナビゲーション」の作成 

      環境教育は、学校の全教育活動を通して行

われるものであり、その推進のためには教育 

課程上の位置づけを明確にする必要がある。

「環境ナビゲーション」（年間指導計画）の

作成に当たっては、各教科、道徳、特別活動

の目標や内容について環境教育を推進すると

いう観点に立って検討するとともに、その取

り扱い方を明らかにしておくことが大切であ

ると考えた。 

      指導計画の作成においては、各教科等の相

互の関連や連携を図り、環境教育に関わる個

々の事項を学校全体の教育計画の中に位置づ

けられるような工夫をする必要がある。その

ことによって、一見環境教育とはかかわりが

ないと思われる事項についても、その関連性

が明らかになる場合もある。また、自然教室

などの野外での宿泊を伴う教育活動などは、

学校の教育活動全体の中においてどのような

意味を持っているかを明確にして位置づける

ことが大切であると考え、以下のことに留意

し「環境ナビゲーション」を作成した。 

・ 教科、道徳、特別活動、総合的な学習の

時間に環境学習を系統的に進める。 

・ 環境学習を行うことができる単元を取り 

   出し、「自然環境」と「社会環境」にかか 

   わるものに分けた。 

・ 一部の教科だけで行うのではなく、多く

の教科、道徳、特別活動を通して行う。 

・ 環境ナビゲーションを活用し、他教科や

他領域との関連を明らかにした。 

「推進３部会」 

「学年３部会」 

には各学年１名

が所属して、活動

する。 
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   イ 「環境用語集」の作成 

     各教科等の内容の中で配慮されている学習内

容の活用をはかるために、教科書に出てくる環

境学習につながりのある用語を取り出し「環境

用語集」をまとめ、系統的に指導することがで

きるようにした。 

ウ 授業計画と指導案の工夫 

     最初に「環境ナビゲーション」によって他教

科との関連を明確にし、関連を図式化した。単

元の指導計画に当たっては環境に関係する用語

や内容を確かめ、環境に関係するところを明ら

かにし、どのように指導するか計画した。 

     環境に関わる資質や能力としては、環境に対

して積極的にかかわったり、環境を思いやった

り、よりよくしようとする関心、態度及び環境

とかかわり、それについて考えたり、判断した

りする思考力や判断力、及び表現力。環境に関

わって課題を見つけたり、解決したり、創造し

たりするために必要な知識・理解や技能などが

あげられる。そのために、環境教育の指導案の

視点として「関心」「知識」「態度」「技能」

を設定し、指導のねらいを明らかにする。具体

的には、環境とそれにかかわる問題に対する関

心と感受性を身につける視点として「関心」、

環境とそれにかかわる問題及び人間の環境に対

する厳しい責任や使命についての基本的な理解

を身につける「知識」、社会的価値や環境に対

する強い感受性、環境の保護と改善に積極的に

参加する意欲などを身につける「態度」、環境

問題を解決するための技能を身につける「技能」

とした。 

   エ 授業で環境学習 

     授業については、教科、道徳、特別活動の指

導過程のあり方を考えた。環境学習と深いつな

がりのある単元では、教科等の目標とあわせ、 

教師が意識したい環境指導の目標や指導したい

環境関連用語と内容を計画の中に入れた。授業

を進めながら、環境への意識づけをするための

「発問」、身近な写真などの「提示」、環境に

気づかせるための「問いかけ」などで、環境教

育の視点を指導過程の中に盛り込むことによ

り、児童に環境に対する意識を持たせたいと考

えた。しかし、環境教育に偏りすぎてしまうと、

本来の教科のねらいからは、ずれてしまうこと

のない程度でとどめることを心がけた。そのた

め、授業案の中の評価には、環境の評価はあえ

て明記せず、児童のつぶやきや教師の観察によ

って児童の変容から評価をするようにした。ま

た、社会「大きくジャンプ」、理科「とびだせ！

発展」家庭科「とびだせ！」の発展教材の環境

教育に関するものの活用も図ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 教科授業での指導例 －５年生国語科－ 

１） 単元名  大造じいさんとガン 

２） 単元における環境教育の視点 

現在は、ガンの狩猟が禁止され天然記念

物に指定されたり、ハヤブサがレッドデー

タブックでは絶滅危惧種に選ばれたりして

いることなどから、７０年ほど前と現在の

環境の変化を考えさせるきっかけとした。。

また、ハヤブサやガンの生態を知らせ、野

鳥の生きる知恵や生活に興味を持たせた。

さらに、物語にたびたび表現されている自

然の情景描写から自然の美しさを感じ取ら

せた。 

   授業においては、｢環境を意識させる提

示｣で生き物の写真や地域で撮影した写真

を取り上げたため、「暁の空だから、獲物

を捕ろうとする強い気持ちを感じた」とか

「家の近くでも、よく野鳥が飛んでくる」

などの発言が聞かれた。児童は、より現実

に近い情景を思い浮かべて心情を読み取っ

たり、身近な環境に興味を持ったりするこ

とができた。 

○ 発展教材での指導例 ―６年理科指導案― 

１） 単元名  植物のからだのはたらき 

２） 単元における環境教育の視点 

       これまでに、植物の葉に日光が当たると 

でんぷんができることを学習したが、それ

だけでは植物の体のはたらきを十分にとら

えたとはいえない。でんぷんが何のために

つくられ、何に使われるのかをとらえるこ

とで、植物のからだのはたらきを総合的に

とらえさせたい。 

       いもや種子などに貯蔵されたでんぷんを

人や動物が食べ、成長のための養分になっ

ていることにふれ、日光・植物・人のかか

わりに気づかせたい。 

この発展教材「とびだせ」では、１時間 

の授業すべてが環境教育になった。「人と

植物のかかわりを意識させる発問」から、

児童は、「私たちは外から栄養をとってい

るのに、植物たちは自分で栄養を作ってい

環境教育の視点  （「指導案」）の視点 

Ａ 関心 ／ 環境問題に対する関心と感受性 

Ｂ 知識 ／ 環境問題及び人間の環境に対する

責任や使命について理解 

Ｃ 態度 ／ 環境に対する感受性、環境の保護

と改善に参加する意欲 

Ｄ 技能 ／ 環境問題を解決するための技能
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るのですごい。食べ物に感謝したい」とか

｢私たちは命をいただいている。これから

も、『いただきます』を忘れない｣などの発

言が聞かれた。これは、環境と人とのつな

がりを考えると同時に、環境から命の大切

さを考えることのできた授業であった。 

② 体験活動と環境教育 

総合部では、教科や道徳などの環境学習で積

み上げた環境に対する知識や環境改善への意欲

を、総合的な学習や生活科での体験活動に生か

すよう、学年間の調整を図りながら、以下の活

動を行なってきた。尚、総合的な学習の時間は、

７０時間をあてた。 
１） 「総合的な学習の時間」「生活科」の活用

を年間計画としてまとめる。 
＜総合の年間テーマと内容一覧＞ 

    テーマのねらいは、低学年「自然環境」、中

学年「地域環境」、高学年「社会環境」とした。 

年 テーマ ねらい 活動内容 

 

１

年

 

 

 

ぐんぐん

のびろ 

 

・五感で

四季を感

じよう 

 身近な植物に

興味・関心を持

ち、それらに生

命があること

に気づき、植物

を大切にする

気持ちを育む。 

植物の栽培、

クラスの木 

の継続観察、

木の葉や実を

使った遊びや

工作、野道の

散策遊び 

 

２

年

 

 

草平がっ

く、大す

きたんけ

ん 

 

・自然や

人々との

関わり 

校区探検を行

い、住んでいる

校区の人や自

然について知

る。自然との触

れ合いの中で

自然への関心

を高める。 

学区探検、草

平マップ作成

野菜の栽培、

自分の木の継

続観察、生き

物の観察 

 

３

年

 

 

 

 

見つけよ

う、人に

やさしい

愛西市 

 

・わたし

たちにも

できるよ 

身近な施設や

工場の見学を

通して、環境や

ボランティア

に関心をもち、

自分たちにで

きることを考

えたり、伝えた

りする活動に

取り組む。 

身近な施設や

工場見学、ボ

ランティア実

践、環境に配

慮したまちづ

くり、活動発

信 

４

年

 

ふるさと

草平 

探検隊

 

・くらし

と環境 

毎日の生活を

見直すことに

より身近な環

境問題に気づ

き、環境を大切

にしていこう

とする気持ち

を高める。 

くらしを守る

仕事、水のゆ

くえ、ごみの

関わりについ

て調べ、環境

の大切さに気

づく。 

ふるさとを大

切にする二分

の一成人式 

５

年

見つめ直

そう自然

環境 

 

・身近な

自然を見

つめて 

 郷土の自然

や産業に目を

向け、自然を感

じ、自然を考え

、身近な環境を

よりよいもの

にしていく気

持ちを高める。 

バケツで稲作

り、自然にや

さしい野外炊

飯、ウォーク

ラリーやネイ

チャーゲーム

、新聞記事を

収集まとめ 

６

年

 

守ろう地

球、知ろ

う世界 

 

・過去か

ら未来へ

 身近な環境

から課題を見

つけ、追究・実

践し、環境を大

切にし共によ

りよく生きよ

うとする気持

ちを高める。 

法隆寺ウォー

クラリーや太

秦寺子屋体験

、出前授業や

調べ学習、調

べたい国を決

め、環境問題

への取り組み

を発表する。

 

（2）グローブを活用した教育実践 

① １年生の実践 

『ぐんぐんのびろ－ごかんできせつをかんじよ

う－』をテーマに、身近な自然環境に目を向け、

自然との触れあいや探検、遊びを通して自然への

興味・関心を持つことをねらいに実践を進めた。 

春の草花探検では、自然案内人に木々や植物の

名前、草花の遊び方などを教えてもらい、興味を

持ち、手にとって楽しく遊ぶ様子が見られた。ま

た、校庭の木々の中からクラスごとに木を決め、

四季を通して継続観察した。季節により木々の様

子が変化することや「また、春には花が咲くね」

と木も生きていることに気づいた。 

  

 

 

 

 

 

 

秋には、自然案内人と春と同じコースを探検し

た。同じコースを歩くことで、春には見られなか

サクラの葉のみつせんは

どこかな？ 

シロツメグサでゆびわを 

作ったよ。 
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った草花や虫たちを見つけて、「秋の草花には、

くっつく草花が多いね」という言葉も聞かれた。

また、校庭で秋さがしビンゴをしたり、校庭で拾

い集めた銀杏を煎って食べ、みんなで秋を味わっ

たりした。さらには、自然物を使ってのリース作

りや育てたマリーゴールドの花を使っての草木染

めなど、身近な自然物を使っての遊びや体験を通

して、身の回りの自然をより身近に感じることが

でき、自然環境への興味・関心が広がった。 

 

 

 

 

 

 

② ２年生の実践 

『草平大すき、たんけんたい―ふれあおう、自

然と人々―』のテーマのもと、校区探検を行い、

住んでいる校区の人や自然について知ったり、自

然とのふれあいの中で自然への関心を高めたりし

てきた。 

町探検では、働いている人や、施設、生き物や 

草花を見つけに行った。春には「おたまじゃくし

がいるよ。」秋には「大豆があるね、柿がなって

いるね。」と季節を感じる言葉が出てきた。 

 

  

  

  

  

  

  春と秋に探検に行き、  

絵地図に表した。それを  

比べることにより、季節 

の移り変わりにともなう 

自然の変化に気づくこと 

ができた。 

    校庭にある木々から一本の木を選び、一年を通 

して観察した。その中で、季節によって大きく姿 

を変える木や、そうではない木があることをつか 

むことができた。 

  校区にある施設や 

お店の見学では、自 

分で見学先を選び、 

見学先の方にインタ 

ビューをしていろい 

ろなことを教えていただき、場所やもの、人々と 

のかかわりを見つけることができた。 

  ③ ３年生の実践 

『見つけよう 人にやさしい愛西市』のテーマ

のもと、身近な環境の中で、自然のよさに出会わ

せたり、生活の場に目を向けさせたりして、進ん

で環境に関わらせたいと実践を進めた。 

校内でフィールドビンゴを行ったり、ゲストテ 

ィーチャーに依頼し、地域を歩きながら自然観察 

を行ったり、クイズを解きながら森を探索した後、 

インタープリターの解説を受けたりして、身近な 

自然を通して、地球全体の環境を見ることができ 

ることを学んだ。 

    また、「ストップ！おんだんか」の出前授業を 

行っていただいたり、工場や企業、お店の見学を 

通して、環境にやさしい取り組みについて調べ、 

自分たちができることは何か考えた。  

    歴史民俗資料館や昭和３０年代の家を見学で 

は、自然と人間が密接な時代の暮らしぶりを体験 

した。 

    学んだこと、調べたことなどは、誰ににどんな 

方法で、どんなふうに思ってほしいのかを考えさ 

せながら、伝えた。  

   

   

   

    

   

   

    「ぼく、学校に来るとき、生き物や植物を見な 

がら来ているよ」と報告する児童、兄弟で同じ部 

屋で本を読むようにして、一つ電灯を消した児童 

など、家庭においても環境を考えた行動がとれる 

ようになってきている。 

  ④ ４年生の実践 

『ふるさと草平探検隊―くらしと環境―』をテ 

ーマに、地域にある施設で仕事をする人々の環境 

への取り組みを調べ、くらしに関わる身近な環境 

に目を向け、できることから実践する児童が一育 

つことをめざし、実践を進めた。 

「くらしとごみ」の学習では、ごみを処理する

のにお金がかかることを知り、「ごみを出さない 

ようにしよう」 

と多くの児童 

が気づくこと 

ができた。「く 

らしと水」の学 

習では、飲み水 

をつくるのに 

も、使い終わっ 

た水を処理するにも大変時間がかかることを学ん 

だ。その結果、「コップ１杯の水で手洗い、うが 

いをするようになった。」という発言が聞かれ、 

児童の中に、水を大切に使おうとする気持ちが生 

花壇には、たくさ

んのコスモスがきれ

いにさいてるね。 

春 秋 

＜下水処理場見学＞ 
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まれたようである。さらに、「安全を守る」の学 

習では、「人と人が助け合ってこそ生きられるん 

だなあ。」と、地域の人たちに守られていること 

に気づくことができた。特に、児童が見学したど 

の施設の人々も、自分たちのくらしを守るために 

２４時間休まず働いていることに驚き、「自分は、 

ありがとうの『あ』の字もないまま過ごしてきた。」 

と生活をふり返り、感謝の気持を持ったようであ 

る。 

こうした学習の後、身近な環境に目を向けさせ

ようと、児童それぞれに課題を持たせ、地域の環

境調査にも取り組ませるようにした。そして、結

果をポスターにまとめ、ポスターセッション形式

で発信活動を行った。互いの発表を聞くことで、

児童は、地域のごみの多さに改めて気づき、地域

で様々なリ

サイクル活

動が行われ

ていること

を知ったよ

うである。 

これらの 

活動を通 

し、児童は、「ごみを出さないようにすることが 

大切である。」「何気ない日常生活の中で、無

駄をなくすことができる。」ことなどに気づき、

学校でも家庭でも環境を意識した生活ができるよ

うになりつつある。 

  ⑤ ５年生の実践 

『自然環境に目を向けよう』のテーマのもと、 

身近な環境に関心をもち、五感をフルに使って、 

身近な自然環境や地域の自然環境を感じ、感動で 

きる心を育んでいきたいと考え実践を進めた。 

野外教室では、講師の先生の指導のもと、「ネイ 

チャービンゴ」「カモフラージュ」の二つのプロ 

グラムを通じて、旭高原の大自然を五感で楽しく 

感じることができた。       

 

 

 

 

 

＜カモフラージュ＞ 

そして、今度は校内の自然環境に目を向けよう 

と、「校内ネイチャービンゴ」を体験し、身近に 

も自然があふれていることに気づくことができ 

た。その中で、「池の水が汚れている」ことや「自 

生しているコスモスを育てたい」など、自然への 

関わりを求める発言が出てきた。 

    花壇の土作りやコスモスの植え替えをチームコ 

スモスが、また、メダカ池の掃除をチームメダカ

が行い、自主的な活動ができた。 

 

 
 
 
 
 

＜チーム・メダカ＞  ＜チーム・コスモス＞ 
  ⑥ ６年生の実践 
    『守ろう地球 知ろう世界 ―過去から未来へ 

―』の年間テーマのもと、身近な環境から課題を 

見つけ、過去と現在の環境を比較・追究し、自分 

たちの未来の環境について考えさせ、実践を通し 

て環境を大切にし、共によりよく生きようとする 

気持ちを育てたいと考えた。 

    修学旅行では、現在まで守られてきた歴史的建 

造物や江戸時代の町並みを再現した太秦映画村か 

ら、昔の環境について学んだ。 

    現在よりはるかに環  

境にやさしく、無駄 

のない江戸のリサ 

イクル社会につい 

て、寺小屋体験で学 

びました。ものを大 

切にする社会から「も 

ったいない」という意識を学びました。 

    総合的学習の時間  

に、世界約 200 か国の 

中から一人一人国を 

選び、世界にどんな国 

があり、人々がどのよ 

うな生活をしている 

のか、以下の項目につ 

いてインターネットなどで調べ活動を進めた。 

・ 国調べ①  

国名、国旗、面積、人口、首都、言語、通貨  

・ 国調べ②  

気候、自然、いろいろな都市、観光地、建造 

物、世界遺産 

・ 国調べ③ 

人々のくらし（衣食住）、環境問題世界の国に 

ついて知識を増やして環境問題や環境保全につ 

いて考えることができた。 

⑦ グローブの観測体制 

    本年度はグローブ委員会を

設置して５、６年生の児童が

３つのグループに分かれ、観

測活動と啓蒙活動、情報発信活動を行なってきた。

百葉箱に乾湿度計、最高最低気温測定器、気圧計

＜ポスターセッションをする児童＞ 
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の整備を行い、毎日、２限休みに記録をとったり、

雲の観測も行ったりした。また、委員会活動の時

間に、近くにある川に出かけ、水質の観測も行っ

た。観測には学区にお住まいの環境カウンセラー

の協力をいただき、児童と共に環境について学習

をしてきた。川は大きな用水路で流れはほとんど

なく、常に濁っていた。しかし、鴨や鵜、亀が数

多く生息し、姿は見えないが、餌となる魚が多く

生息していることが分かった。観測した結果は児

童がデータ送信したり、校内で全校児童に二酸化

炭素の排出量削減を目指し、節電や節水なとど環

境保全を呼びかける掲示などに利用してきた。ま

た校内に設置した雨水タンクの利用を呼びかける

など、環境に配慮した施設の充実にも努めてきた。  

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

 １ 研究の成果 

  自然とのかかわりを深めるきっかけづくりや、自

然を大切にする授業や社会環境を意識させる体験活

動、新聞やニュースなど社会の情報を取り入れた教

科等の授業、多くの体験活動を積み重ねたことによ

り、身近な環境に興味をもち遊びや体験を通して、

自然を大切にする心が育ち、環境を意識した生活や

実践が見られるようになった。学校生活だけでなく、

家庭においても環境を考えた行動がとれるようにな

ってきている。また、教師自身の環境に対する考え

方や感じ方の変化も見ら、環境関連の新聞記事やニ

ュースが目につくようになったり、日常生活で植物、

鳥、昆虫、空などの自然を眺めるなど、自然を楽し

む気持ちが高まってきている。 

＜児童の作文から＞ 

「もったいない」を大切に  ６年 服部 公美 

私は４年生から６年生になるまで、ずっと環境の

勉強を続けてきました。小さい子が手を洗うときに、

水をジャージャーと出しっぱなしにしています。そ

れを見た私たちは、「水は、むだに使うともったい

ないよ。必要な分だけ使うようにしてね」と声をか

けます。このように私たちはいつも「もったいない」

を合言葉にして、環境によりよい生活を心がけてい

ます。環境についてあまり知らない人たちに、教え

てあげたり、注意したりするだけでなく、自分たち

も実際に行なっていることが山ほどあります。たと

えば、こんなことを行なっています。最近、ごみを

捨てる人が増えてきています。そこで、私たちは「ゴ

ミ」についての話し合いをすることにしました。ク

リーン作戦をし、ごみの種類や量を調べ、「地球に

捨てられてしまったゴミたちを、どうすればよいの

か」などをグループで話し合い、よい方法があるよ

うなら、実際に行なうようにしています。お母さん

方にも、家庭から出るゴミの量や種類などをインタ

ビューして、私たちに協力してくれることもありま

す。二酸化炭素を減らす、エコクッキングをしたこ

ともあります。エコクッキングとは、環境のことを

考えて、買い物や料理や片づけをすることです。環

境によい買い物について学んだことは、スーパーに

マイバッグを持っていくこと、野菜などは、ハウス

栽培のものではなく、旬のものを買うことの二つで

す。旬のものは、ハウス栽培のものに比べて、作る

のに必要なエネルギーが少ないからです。環境によ

い料理のしかたについて学んだことは、なべを使っ

てゆでるとき、水を入れすぎないこと、なべ底につ

いている水滴は、ふいてから火にかけること、お湯

を沸かすとき、最初は強火で、ふっとうしたら中火

にすることの三つです。環境によい片付けについて

学んだことは、なべや食器についた汚れは、いらな

い紙などでふきとってから洗うということ、食器を

洗うときは、ため洗いをすることの二つです。こう

いう活動を世界中のみんなが心がけてくれると、と

てもうれしいと思っています。私はこの他に、環境

の劇をやったこともあります。その内容は、壊れた

りさびついたりして人間に捨てられたものたちを、

ゼベットというおじいさんが新品みたいに直して、

新しい子どもたちが使ってくれる。捨てるのは「も

ったいない」ということをみんなに伝える劇でした。

この劇は新聞や DVD にもなりました。 

   私が４年生になる前は、まったく環境のことを知

りませんでした。電気がつけっぱなしでも、まった

く気にしていませんでした。しかし、資源をむだに

使っていることで、動物たちが苦しみ、さらには人

間も危ないということを聞き、とてもおどろきまし

た。そんなふうにはならないように、これからも環

境によい生活を心がけ

たいです。 

 ２ 研究の課題 

   心を育てることから

環境教育を進めてきた

が、身近な豊かな自然

環境をもっと生かした実践活動や観測を取り入れた

活動へつなげるなど、年間の計画に盛り込むように

したい。 

 

Ⅴ 今後の展望 
  現在、豊かで便利な生活を当たり前のように享受し

ている子どもたちに、環境問題を正しく認識させ、よ

りよい環境をつくるための態度を育成することは急務

であるという認識のもと、これまで教科の授業で心を

育て、グローブの観測活動も含め、様々な体験活動に

取り組んできた。今後も環境学習を継続・発展させ、

問題解決のための能力を育成することで、環境に対す

る責任をもった行動がとれる児童の育成を進めたい。 


